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１．一般社団法人 全国底曳網漁業連合会の概要 

（１）設立 昭和 46 年 6 月 19 日（平成 24 年 4 月 1 日に一般社団法人へ移行） 

（２）所在 東京都港区西新橋 1－11－3 

（３）目的 底びき網漁業に関する調査研究、知識の普及及び技術の向上に努め、海洋

水産資源の保護、管理及び利用並びに底びき網漁業の経営の安定と振興に

関する事業を行い、もって国民経済の繁栄に寄与すること。 

（４）会員 正会員 22 団体（各道府県に所在する底びき網漁業に係る団体） 

（５）会員所属隻数 沖合底びき網漁業 314 隻 

          以西底びき網漁業   8 隻 

 

２．目的 

沖合・以西底びき網漁業は、地域によって、漁船規模、操業・水揚形態、漁業経営

等の状況が異なることから、各地域の状況等について定期的にデータを収集しデー

タブックを作成することにより、本会会員の共通認識を得るとともに、本会の事業 

運営等の検討に資するものとする。 

 

３．データブックの内容 

（１）生産量の推移 

（２）生産額の推移 

（３）収支状況の推移 

（４）許認可隻数の推移 

（５）船齢別稼動隻数 

（６）船齢構成の推移 

（７）地区別の漁船規模 

（８）地区別の乗船員数 

（９）乗組員の年齢構成 

（10）漁業経営体構成比 

（11）都道府県別許認可隻数 

（12）漁業根拠地別漁法別隻数 

（13）地域別主要魚種・水揚げ金額(平成 28 年漁期) 

（14）参考資料 

① 底びき網漁業の漁法イメージ 

② 主要漁港における生産量に沖底が占める割合  

及びその順位 

③ 沖合底びき網漁業が地域に与える経済効果 

④ もうかる漁業・がんばる漁業の取組状況 

⑤ 漁船リース事業の取組状況 

⑥ 各地域の操業状況等の概要 

⑦ 各地域の資源管理の取り組み 

データブックに関する問い合わせについて 

・・・P2  図 1 

・・・P2  図 2 

・・・P3   図 3 

・・・P4  図 4 

・・・P4  図 5 

・・・P5  図 6 

・・・P6  図 7 

・・・P6  図 8 

・・・P7  図 9 

・・・P8  図 10 

・・・P8  図 11 

・・・P9  図 12 

・・・P10 図 13 

 

・・・P13 図 14 

・・・P14 表 1 

 

・・・P14 表 2 

・・・P15 表 3 

・・・P16 表 4 

・・・P17 表 5 

・・・P18 表 6 

・・・P19 
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図 1 生産量の推移（沖合底びき網漁業） 

（出典：農林水産省 漁業・養殖業生産統計） 
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図 3 生産額の推移（沖合底びき網漁業） 

 

※平成 18 年以前は農林水産省 漁業・養殖業生産統計より出典 

※平成 22 年以降は全底連調べ（会員所属船のみの数値） 
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図 3 収支状況の推移（出典：農林水産省 漁業経営調査報告） 
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図 4 許認可隻数の推移（各年 1月 1日現在） 
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図 5 船齢別稼動隻数 

（平成 29 年 1 月 1 日現在、沖底・以西合計 329 隻） 
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図 6 船齢構成の推移 

（沖底・以西、上：隻数 下：比率） 
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図 8 地区別の乗船員数（※） 

 

※◎印は外国人技能実習制度による受入れを実施 
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図 9 乗組員の年齢構成（※） 

 

※平成 29 年 4 月 1 日現在 

※海技士の配乗義務の無い 20 トン未満船をクラス主体とする地区を除く 
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図 10 漁業経営体構成比 

（沖底・以西、平成 29 年 1 月 1 日現在） 

 

 

 

兵庫, 49

北海道, 40

福島, 40

福井, 27
鳥取, 26宮城, 25

島根, 19

青森, 19

秋田, 15

山口, 14

石川, 13

その他, 60

 
図 11 都道府県別許認可隻数 

（沖底・以西、平成 29 年 1 月 1 日現在） 
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図 12 漁業根拠地別漁法別隻数（平成 29 年 1 月 1 日現在） 
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図 13-1 平成 28 年漁期 地域別主要魚種・水揚金額（太平洋北区） 
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図 13-2 平成 28 年漁期 地域別主要魚種・水揚金額（日本海北区・西区） 
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図 13-3 平成 28 年漁期 地域別主要魚種・水揚金額（日本海西区・２そうびき） 
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434.8 百万円/隻 

 

 

図 13-4 平成 28 年漁期 地域別主要魚種・水揚金額（北海道区、長崎以西） 

 

 



 

 

13 

 

  

     １）1そうびきかけまわし漁法      ２）１そうびきトロール漁法 

 

 

３）２そうびき漁法 

 

図 14 底びき網漁業の漁法イメージ
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表１ 主要漁港における生産量に沖底が占める割合及びその順位 

（出典：水産庁漁港漁場整備部 漁港港勢の概要 平成 26 年） 

 

港名 
年間陸揚量 

(トン) 

沖底の陸揚量 

(トン) 
比率 順位 

八戸港（青森県） 119,435 22,731 19.0% 2 

石巻港（宮城県） 96,855 21,675 22.4% 2 

平潟港（茨城県） 1,583 957 60.5% 1 

形原港（愛知県） 730 376 51.5% 1 

八森港（秋田県） 646 210 32.5% 1 

橋立港（石川県） 946 497 52.5% 1 

越前港（福井県） 4,458 408 9.2% 3 

間人港（京都府） 316 107 33.9% 2 

浜坂港（兵庫県） 2,554 2,311 90.5% 1 

網代港（鳥取県） 1,234 1,099 89.1% 1 

浜田港（島根県） 16,328 2,522 15.4% 3 

下関港（山口県） 7,829 5,646 72.1% 1 

 

 

表２ 沖合底びき網漁業が地域に与える経済効果 

      
単位：百万円 

地区 ①水揚金額 ②操業費用 

③水揚によって 

発生する生鮮・ 

加工品生産額 

④③にかかる 

関連発注額 

合計 

(地域への 

経済効果) 

影響額/水揚額 

（水揚額の何倍） 

釧路（北海道） 3,894 2,156 3,788 294 10,132 2.6 倍 

宮古（岩手県） 2,730 1,282 3,016 - 7,028 2.6 倍 

石巻（宮城県） 2,810 1,670 3,441 - 7,921 2.8 倍 

浜田（島根県） 1,941 725 3,679 - 6,345 3.3 倍 

 

※釧路、石巻、浜田は全底連試算。宮古は岩手県底曳網漁業協会試算。 
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表３ もうかる・がんばる漁業の取組状況（平成 29 年 9月現在） 

道府県 事業名 プロジェクト運営者 地区 事業実施者 認定日 船名 実証期間 タイプ 終 

 

了 

実

施

中 

北海道 もうかる 北海道機船漁業協同組合連合会 室蘭 室蘭漁業協同組合 H19.09 第 11 萬漁丸 H20.09～H21.08 改革型 ○ 

 

 

第 72 萬漁丸 H21.09～H24.08 改革型 ○ 

 

 

小樽 小樽機船漁業協同組合 H20.07 第 81 桂丸 H22.02～H25.01 改革型 ○ 

 

 

H27.02 4 隻 H27.04～H30.03 経営多角型  ○ 

 
釧路 釧路機船漁業協同組合 H21.10 第 15 富丸 H22.09～H25.08 改革型 ○ 

 

 

稚内 稚内機船漁業協同組合 H24.10 第 71 永伸丸 H25.10～H28.09 改革型 ○ 

 

 

H27.02 5 隻 H27.04～H30.03 経営多角型  ○ 

 
青森県 もうかる 青森県漁業協同組合連合会 深浦 深浦漁業協同組合 H23.08 第 28 豊漁丸 H25.09～H28.08 改革型 ○ 

 

 

岩手県 がんばる 岩手県底曳網漁業協会 宮古 宮古漁業協同組合 H24.03 第 5・8欣栄丸 H24.07～H27.06 新船導入型 ○ 

 

 

H25.02 第 11・111 勝運丸 H26.04～H29.03 新船導入型 ○ 

 

 

H28.01 第 53・58 稲荷丸 H30.01～H32.12 新船導入型  ○ 

 
もうかる 岩手県底曳網漁業協会 宮古 宮古漁業協同組合 H28.05 第 1・26 豊富丸 H30.01～H32.12 改革型   

宮城県 がんばる 宮城県漁業協同組合 石巻① 渡波漁船漁業協同組合 H24.12 第 3 福寿丸 H25.02～H27.01 新船導入型 ○  

宮城県沖合底びき網漁業協同組合 石巻② 宮城県沖合底びき網漁業協同組合 H24.08 10 隻 H24.09～H27.08 既存船活用型 ○  

H27.12 9 隻 H28.04～H31.03 既存船活用型  ○ 

第 37 八興丸 H29.01～H31.03 新船導入型  ○ 

千葉県 もうかる 千葉県水産振興公社 銚子 銚子市漁業協同組合 H20.02 富丸 H20.06～H23.05 改革型 ○  

H22.12 第 1 吉代丸 H24.06～H27.05 改革型 ○  

H27.02 利早丸、第二仲吉丸 H28.09～H31.08 改革型  ○ 

愛知県 もうかる 蒲郡漁業協同組合 蒲郡 蒲郡漁業協同組合 H27.02 寿丸 H27.09～H30.08 改革型  ○ 

福井県 もうかる 福井県漁業協同組合連合会 越前 

 

越前町漁業協同組合 H25.07 圓生丸 H25.10～H28.09 改革型 ○  

兵庫県 もうかる 但馬漁業協同組合 柴山 但馬漁業協同組合 H21.07 光春丸 H21.09～H24.08 改革型 ○  

西善丸 H22.09～H25.08 改革型 ○  

香住 

 

貸す m

香住 

但馬漁業協同組合 H27.02 鶴松丸 H27.09～H30.08 改革型  ○ 

浜坂町漁業協同組合 浜坂 浜坂町漁業協同組合 H21.07 長勢丸 H21.09～H24.08 改革型 ○  

鳥取県 もうかる 鳥取県漁業協同組合 賀露 

 

鳥取県漁業協同組合 H20.01 第 3 生洋丸 H20.09～H23.08 改革型 ○  

H22.03 第 1 正東丸 H23.09～H26.08 改革型 ○  

網代 

 

鳥取県漁業協同組合 H22.03 平成丸 H23.04～H26.03 改革型 ○  

H27.08 祥鳳丸 H28.09～H31.08 改革型  ○ 

島根県 もうかる 浜田市水産業振興協会 浜田 

下関 

 

漁業協同組合 JF しまね H23.08 第 5・6あけぼの丸 H25.04～H27.03 マイルド型 ○  

山口県 もうかる 山口県以東機船底曳網漁業協同組合 下関 

 

山口県以東機船底曳網漁業協同組合 H23.06 第 3・5やまぐち丸 H24.04～H27.03 改革型 ○  

長崎県 もうかる 長崎県以西底曳網漁業協会 長崎 

 

長崎県以西底曳網漁業協会 H28.05 第 1・2長運丸 H28.10～H30.09 マイルド型  ○ 

＜認定案件＞29 件（もうかる：23 件 がんばる：6件）・12 道府県・19 地域・64 隻（うち新船建造 32（予定含む）） 
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表４ 水産業競争力強化漁船導入緊急支援事業（漁船リース事業）の取組状況（平成 29 年 9 月現在）                                                                  

道府県 広域プラン 広域委員会名 リース事業者 船名 新船・中古船 トン数 

宮城県 浜の活力再生 宮城県底びき網漁業広域水産業再生委員会 （一社）宮城県水産業構造改革支援協会 第八宝来丸 新船 19 トン 

第 21 宝進丸 新船 19 トン 

茨城県 浜の活力再生 茨城県北部広域水産業再生委員会 茨城県沿海地区漁業協同組合連合会 住吉丸 中古船 19 トン 

愛媛県 漁船漁業構造改革 全底連太平洋西部広域漁業構造改革委員会 四銀総合リース(株) 第十五・十六海幸丸 新船 125 トン 

福井県 浜の活力再生 福井県広域水産業再生委員会（嶺北地域部会） 福井県漁業協同組合連合会 第一栄吉丸 新船 18 トン 

第八緑丸 新船 18 トン 

兵庫県 浜の活力再生 兵庫県広域水産業再生委員会（但馬広域部会） （一社）兵庫県漁船リース協会 幸力丸 新船 56 トン 

鳥取県 浜の活力再生 鳥取県広域水産業再生委員会 鳥取県漁業協同組合 明信丸 新船 120 トン 

田後漁業協同組合 第二日光丸 新船 120 トン 

＜認定案件＞6件・6道府県・10 隻（新船 9隻、中古船 1隻） 
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表５　各地域の操業状況等の概要（平成28年漁期）

１．沖合底びき網漁業

乗組員数

合計 駆け回し トロール ２そうびき １隻当 受入隻数
受入人数
1隻当

全体 1隻当 全体 1隻当 １位 2位 3位 4位 5位

（月日～月日) （隻） （隻） （隻） （隻） （㌧～㌧） （名～名） （隻） （人～人） （㌧） （㌧） （百万円） （百万円） （円/ｋｇ） 魚種名（比率） 魚種名（比率） 魚種名（比率） 魚種名（比率） 魚種名（比率）

スケトウダラ ホッケ

(39%) (6%)

スルメイカ マダラ ヤリイカ カレイ類 スケトウダラ

(63%) (13%) (9%) (4%) (4%)

ハタハタ ヤリイカ エビ類 スルメイカ マダイ

(26%) (14%) (12%) (11%) (9%)

スルメイカ キチジ マダラ スケトウダラ カレイ類

(63%) (12%) (8%) (7%) (3%)

スルメイカ 沖ハモ マダラ ヤリイカ キチジ

(38%) (18%) (11%) (10%) (5%)

スルメイカ マダラ ヒラメ タコ スケトウダラ

(17%) (11%) (7%) (3%) (1%)

マガレイ ナマコ ヤナギムシガレイ ヒラメ マアナゴ

(13%) (10%) (10%) (8%) (8%)

イカ類 メヒカリ ヒラメ アナゴ タコ類

(23%) (21%) (14%) (6%) (2%)

ヤリイカ メヒカリ エビ類 アカムツ その他

(34%) (15%) (7%) (7%) (5%)

ヤリイカ メヒカリ アナゴ マアジ ホウボウ

(38%) (9%) (6%) (6%) (5%)

メヒカリ ムツ類 エビ類 ニギス

(22%) (17%) (9%) (7%)

ケンサキイカ イボダイ コウイカ マダイ ハモ

(37%) (32%) (4%) (4%) (2%)

ハタハタ マダラ ヤリイカ ボタンエビ ホッコクアカエビ

(32%) (11%) (6%) (5%) (4%)

ホッコクアカエビ ハタハタ マダラ ズワイガニ シマエビ

(22%) (16%) (15%) (9%) (5%)

ホッコクアカエビ ズワイガニ トヤマエビ トゲクロザコエビ ムキカスベ

(81%) (5%) (2%) (1%) (1%)

ホッコクアカエビ ズワイガニ（オス） ニギス アカガレイ ズワイガニ(メス)

(35%) (23%) (13%) (7%) (6%)

ズワイガニ ホッコクアカエビ アカガレイ イカ類 ハタハタ

(58%)

ズワイガニ マガレイ ニギス ソウハチ ノドグロ

(69%) (7%) (5%) (2%) (2%)

ズワイガニ ホタルイカ カレイ類 エビ類 ハタハタ

(52%) (23%) (11%) (8%) (6%)

ズワイガニ アカガレイ ハタハタ マダラ ソウハチ

(48%) (18%) (9%) (5%) (5%)

カレイ ノドグロ フグ アナゴ レンコダイ

(24%) (12%) (12%) (9%) (6%)

アカムツ カレイ類 タイ類 アンコウ イカ類

(37%) (13%) (13%) (9%) (6%)

２．以西底びき網漁業

乗組員数

合計 駆け回し トロール ２そうびき １隻当 受入隻数
受入人数
1隻当

全体 1隻当 全体 1隻当 １位 2位 3位 4位 5位

（月日～月日) （隻） （隻） （隻） （隻） （㌧～㌧） （名～名） （隻） （人～人） （㌧） （㌧） （百万円） （百万円） （円/ｋｇ） 魚種名（比率） 魚種名（比率） 魚種名（比率） 魚種名（比率） 魚種名（比率）

キダイ アカムツ マダイ カイワリ アカイカ

(33%) (16%) (10%) (5%) (3%)

2 1～2 326 163.0

水揚金額上位5種
平均単価

水揚金額水揚量うち外国人乗組員

98.5

35 1～4 10,760

253.6

266.5 4,541 181.6 681.6

都道府県 団体名
漁期 総トン数 平均単価

都道府県 団体名
漁期

稼働隻数
総トン数

稼働隻数 水揚量 水揚金額うち外国人実習生

山形県 山形県機船底曳網漁業協議会 9月1日～6月30日 1 1 0

0 16～35 3～5

0

水揚金額上位5種

0 95

69.0 434 33.4 483.80 0 897

95.00

2

323.0 138.5 428.8

738

560 112.0

19 3

秋田県沖合底曳網漁業協議会 9月1日～6月30日 13 13 0秋田県

554

愛媛県 八幡浜漁業協同組合 9月1日～4月30日 2 0 0

0 19～44 7～8 0 0 1,292

369.022 125 8～10

134.2

51.2 229 45.8 894.5

愛知県 愛知県沖合底びき網漁業協会 9月1日～6月30日 4 4 0

0 17～19.96 5～6 0 0 256

48.0 1,901 70.4 1,466.82 4 1,296

石川県 石川県底曳網漁業組合 6月1日～5月31日 13 13 0 1,315 101.2 753.60 15～19 4～6 8 1～2 1,745

6～11

0 26～29 5～7

京都府 京都府機船底曳網漁業連合会 9月1日～5月31日 5 0

0 15～91 5～7福井県 福井県底曳網漁業協会

0 19～125

6,662

219.6 7,923 161.7 736.3

368.2 3,055 218.2 592.65,155

2,027 144.8 571.03,5500

14 60～90 9～12

14 75～95 10～11

15 1～3

14 2～3

14 3～5

0 0 72～120 8～11

8月16日～5月31日 14 0

新潟県 新潟県機船底曳網漁業協会 9月1日～6月30日 2 2

25鳥取県 鳥取県沖合底曳網漁業協会 9月1日～5月31日

585.85 2～3 956

山口県 山口県以東機船底曳網漁業協同組合 8月15日～5月31日 14 0 0

0 19～65 6～7

兵庫県 兵庫県機船底曳網漁業協会 6月1日～5月31日 49 49 0

25

千葉県 千葉県機船底曳網漁業協同組合

島根県 島根県機船底曳網漁業連合会

199 6.2 223.10 0 892

宮城県近海底曵網漁業協同組合

9月1日～6月30日 4 0 4

0 17～47.57 4～7

347.19月1日～6月30日 13 0 13

323.5 458 114.5 353.90

279.7 265.80 0 13,679

岩手県

1,354 104.2 300.19 2 4,512

13

10 75 9～11 0 0 8,766

1,052.2 3,636

宮城県

0 65～105

225.7 266 88.7 392.90 0 677

青森県

岩手県底曳網漁業協会 9月1日～6月30日 12 2 0

0 19～40 6～7

730.5 3,050 254.2 347.9

青森県日本海機船底曳網漁業者会 9月1日～6月30日 3 3 0

0 75～160 8～14 4

北海道 北海道機船漁業協同組合連合会 7月1日～6月30日 36 31 5

八戸機船漁業協同組合 9月1日～6月30日 16 16 0

0 125～160 13～18 0

507.4 3,328 208.02 8,118

3,623.8 15,654 434.8 120.00 130,455

410.0

長崎県 長崎県以西底曳網漁業協会 7月27日～5月6日 8 0 0 8 114～164 11～13 3,756 469.5

27.9

0 1,294

191.2

9月1日～8月31日 27 27 0

5

1月1日～12月31日 32 0 32

9月1日～6月30日 5 0

2 0 15.25～19 5～6

0 0 0 197

＊会員所属の経営体が3者未満の場合は、原則水揚金額及び平均単価は表記しない。
＊福島県については、原発事故の影響により操業自粛中のため、試験操業のデータを記載。

7～8宮城県沖合底びき網漁業協同組合 9月1日～6月30日 13 0

8 5～8

福島県 福島県機船底曳網漁業組合連合会

0 18～31 5～6

5

0 16～19 5～6茨城県沖底協会

茨城県

波崎底曳網漁業経営者協議会 9月1日～6月30日 2 0
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表６ 沖合・以西底びき網漁業における資源管理計画の概要 

都道府県名 重点的に取り組む事項 

北海道 漁獲量上限の設定（スケトウダラ、スルメイカ）、 

操業隻日数上限の設定（スケトウダラ）、休漁（スケトウダラ） 

青森県 漁獲量上限の設定（スケトウダラ、スルメイカ）、休漁（スケトウダラ、カレイ類等） 

岩手県 漁獲量上限の設定（スケトウダラ、スルメイカ） 

宮城県 漁獲量上限の設定（スケトウダラ、スルメイカ、ズワイガニ） 

福島県 漁獲量上限の設定（ズワイガニ、スケトウダラ） 

茨城県 漁具の制限（カレイ類等）、種苗放流（ヒラメ） 

千葉県 休漁（カレイ類等） 

愛知県 休漁（アオメエソ、ニギス等） 

愛媛県 休漁（ヤリイカ等） 

秋田県 休漁（ハタハタ等） 

山形県 休漁（カレイ類等） 

新潟県 漁獲量上限の設定（スケトウダラ、ズワイガニ） 

石川県 休漁（カレイ類等）、漁獲量上限の設定（ズワイガニ） 

福井県 漁獲量上限の設定（ズワイガニ）、漁獲物の規制（ズワイガニ） 

京都府 休漁（カレイ類等）、漁獲物の規制（ズワイガニ） 

兵庫県 漁獲量上限の設定（ズワイガニ）、漁獲物の規制（ズワイガニ） 

鳥取県 漁獲量上限の設定（ズワイガニ）、漁獲物の規制（ズワイガニ） 

島根県（１そうびき） 漁獲量上限の設定（ズワイガニ）、漁獲物の規制（ズワイガニ） 

島根県（２そうびき） 休漁（カレイ類等）、種苗放流（ヒラメ） 

山口県 漁具の規制（アカムツ）、種苗放流（マダイ） 

長崎県（以西底びき） 漁具の制限（カレイ類、タイ類及びイカ類等の底魚類）、種苗放流（マダイ等底魚類） 
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データブックに関する問い合わせについて            

 

一般社団法人全国底曳網漁業連合会 

〒１０５-０００３ 

東京都港区西新橋１-１１-３ 虎ノ門アサヒビル 6階 

ＴＥＬ：０３-３５０８-０３６１ 

ＦＡＸ：０３-３５０８-０３６４ 

担当者：小川（t_ogawa@zensokoren.or.jp）  


